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東日本区理事通信 
   

主  題  『広げよう ワイズの仲間』 

“Extension Membership ＆ Conservation” 

スローガン『楽しくなければワイズじゃない 積極参加で実りある奉仕』 

“Joyful life through Y’sdom Service with Positive action” 

強調月間  ワイズ理解 ファミリーファースト                2017.11.1 発行 第 5号  

理事メッセージ 東日本区理事 栗本治郎 

８月、9 月、10 月にわたり開催された 7 つの部会も、あずさ部部会をもちまして

全部会が終了致しました。各部会とも趣向を凝らした特色がある内容で、基調講演、

コンサート、体験型と多種多様で中身の濃い部会でした。ご準備頂いた部長さんを

初めホストクラブの皆様に感謝申し上げます。10月末に次期部長・次期事業主任研

修会が開催され、次期が早くも始動致しました。 

                                              

 

第 3回常任役員会報告 

10 月 8 日（水）、第 3 回常任役員会が四谷・日本

YMCA 同盟にてオブザーバーも含めて 11 名で開催

され、国際憲法改正に伴う国際投票、第 2回東日本区

役員会の議案等の検討を致しました。閉会後、来日さ

れている前アシア地域会長のエドワード・オンご夫

妻の歓迎懇親会が開かれました。 

 

メネットの集い開催のご案内 

11月 25日（土）11：00～15：30に横浜中央 YMCAで

開催致します。 

講演：「クイリングについて」 

講師：クイリングギルドフェロー 小野史郎 日本支部長 

「絵本献金のためのプチマルシェ」開催 

  皆様の地域のご当地のお菓子・食品（1,000 円～

2,000円）を持ち寄り、ミニバザーを開催し、絵本献金

に充てる趣旨で計画しましたので、ご理解ご協力を

お願い致します。 

参加費：3,000円（昼食代、ワークショップ材料費） 

参加申込締切：11月 4日（土） 

参加申込先：ワイズメネット委員会 小林 晶子書記 

FAX ０２６-２３５-２７０８ 

 

次期部長・次期事業主任研修会報告 

10月 28日（土）、四谷・日本 YMCA 同盟にて次期 

部長・事業主任研修会が全員の参加で開催されまし

た。次期役員の方々の意欲と共に、LT 委員会の事前

の準備に感謝申し上げます。今回の研修会は、宮内次

期理事の要望で意見交換の時間を多くしたプログラ

ムで開催され、活発な討議の時間を持つことができ

中身の濃い研修会であったと思います。  

  

11月はワイズ理解、FF の強調月間です 

1928年 11月 10日に日本最初のワイズメンズクラ

ブの大阪クラブが国際協会に加盟を認証されました。

この事を記念して 1993年に 11月 10日を「ワイズデ

ー」と定めました。 

ファミリーファースト（FF）は、家族で 1食を抜

き、その分の金額を献金するものです。ワイズデーを

記念して献金をご検討下さい。 

  

三島クラブ 40周年記念例会 

  12月 2日（土）12：00受付 

  第 1部 12：30～ 第 2部 15：00～ 

会場：日本大学国際関係学部 三島駅北口校舎 
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１０月入会者紹介 

鈴木美代子さん（沼津クラブ） 

小林文彦さん（東京武蔵野多摩クラブ） 

村上章子さん（もりおかクラブ） 

齊藤ユリさん（三島クラブ） 

長澤武則さん（三島クラブ） 

 

１1月・１２月役員会他の予定 

１１月４日（土）第２回東日本区役員会 

１１月１１日（土）区ユース委員会 

１１月１５日（水）東山荘チャリティーゴルフ 

１１月１７日（金）区 EMC事業委員会 

１１月２４日（金）区 LT委員会 

１１月２５日（土）メネットの集い（横浜中央 YMCA） 

１２月１日～３日 アジア太平洋地域・韓国地域 

合同 RDE トレーニング（金浦） 

12月３日～４日 アジア太平洋地域年央会議（金浦） 

 

次期国際書記長の件 

ワイズメンズクラブ国際協会・国際本部から、次期

国際書記長の立候補の案内が届きました。 

勤務期間：2018年 10月から 4年間。 

その後、さらに4年間の延長もありえる。 

勤 務 地：タイ・チェンマイの国際本部サテライト 

オフィス 

給  与：国際協会人事規定に基づく。転居費用、医

療保険、住居手当、教育手当等を支給。 

締    切：１２月１５日 

職務内容詳細、応募者の条件、応募方法等の詳細は以

下をご覧ください。 

http://ysmen.org/Page/38466 

 

RBM 献金報告 10月分 

東新部部大会 ４２，６５０円 

 

九州北部豪雨緊急支援募金報告 １０月分 

 所沢クラブ １０，０００円 

 東京八王子クラブ（中大学 Y ナイト） 

        １７，０００円 

 あずさ部部会 ２７，０００円 

東日本大震災復興支援募金 １０月分 

 あずさ部部会 ２７，５２９円 

メネット会へ 

 篠原文恵（東京西クラブ） 

        ２２，５００円分の図書券 

 

東日本大震災復興支援募金のお願い 

      東日本大震災対策本部長 栗本治郎 

今期も支援活動を実施されるクラブが多数ありま

す。財源が乏しくなっておりますので、十分な補助金

を出すことが出来ません。是非、募金にご協力をお願

い致します。 

口座番号  

ゆうちょ銀行（記号）10070（番号）31854301 

今年度の支援活動 

1. 信越妙高クラブ 

第 12回東日本大震災復興支援ワークキャンプ 

仮設住宅敷地内外の草刈り 

2017年 10月 17日～20日 3泊 4日 参加者 5人 

2. 横浜つづきクラブ 

東日本大震災復興支援活動 

特養老人ホームで歌声広場 

2017年 10月 19日        参加者 4人 

3. 東京たんぽぽクラブ 

東日本大震災復復興支援 童謡唱歌を歌う会 

石巻グループホーム皆さんと一緒に歌う会 

2017年 10月 27日        参加者 5人 

4. 石巻広域クラブ・東京むかでクラブ 

石巻市荻浜地区津波の教え石 

建立プロジェクト並びに除幕式 

  2015年 4月 21日～2017年 10月 28日 

  参加予定人数 約 100人 

 

ユースを例会に 

アジア太平洋地域ユースコンボケーション（AYC）

参加者、ユースボランティア・コンボケーション

（YVLF）参加者を例会に招きませんか、ユースを理

解する良い機会です。ユースとワイズの絆が強くな

り EMC にも繋がります。希望クラブはユース事業

主任（長津 徹）まで連絡下さい。 

http://ysmen.org/Page/38466
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部会訪問記 

10月 14日  東新部部大会  伊藤 幾夫部長 

理事事務局長補佐 青木 義美 

10月 14日（土）東陽町ＹＭＣＡで行なわれた部大

会へ栗本理事、大川書記の随行で参加させて頂いた。

総勢 62 名、富士山部からは榎本（伊東）、平野（沼

津）、大村メネ(三島)の参加であった。 

あまり他部会へ行く事もないが役目柄とはいえ新鮮

な思いであった。その新鮮なところをリストアップ

してみたい、まずイベント名だが富士山部では「部

会」だがここでは「部大会」という名をつけてい

る。まあ考えてみれば「地区大会」があるから「部

大会」で正解だろうか。次に￥３０００－の登録料

だ、これも富士山部では８０００～１００００円が

一般的になってしまったがこの登録料なら他部から

やビジターも参加しやすいはずだ。運営方法だろう

か、ちょっと気になったのは懇親会時のテーブルの

セットがバラバラで多くの方と話が出来なかったこ

とだ。これは中央へまとめればもう少し懇親も深め

られただろうか？最後に式典の司会を田中元東日本

区理事が務めたがさすが流暢な式典の運びに感心さ

せられた。Ｍｒ．ジャイアンツなんて我々世帯は良

く使った言葉だが彼はＭｒ．ワイズと言ってもいい

のではないか。もっとも全国には多くのＭｒ，ワイ

ズがいっぱいいるが。そんな感動の 1日であった。 

 

 

 

 

10月 21日  あずさ部部会  大野 貞次部長 

理事事務局長補佐 青木 義美 

神楽坂にある日本出版クラブ会館にて東京西のホ

ストによるあずさ部部会が開催された。総勢８0名ほ

どであった。朝から雨模様で久々のコートを羽織っ

ての参加であった。神楽坂の街並みを歩き途中でち

ょっと立ち寄りたい店ばかりであったが忍耐強く会

場へ入った。部書記を務めている神谷実行委員長の

司会で部会がすすめられていった。式典のあとの講

演が東京西のメンバー竹内隆先生の「誰でもなれる

百歳長寿を目指す」というテーマのボケ防止に関す

るお話だったが、司会の神谷メンとこの話がとても

コラボして部会中楽しく笑える１日でした。 

竹内先生の講演は91才とは思えないきちっとした

起承転結、内容と時には皆を笑わせたり実に見事な

納まりに感心して聞かせて頂いた。ついでと言って

は申し訳ないが帰りは家内と久々に東京の夜を満喫

してきた。 

富士山部からの参加は栗本理事、大川、札埜、大村

（沼津）、榎本（伊東）、前原（御殿場）氏そして私の

7 名でした。これで東日本区 7 部全ての部会が終了

した。全部会そして西日本区の部会と東奔西走した

栗本理事他随行の皆さんほんとにお疲れ様でした。 
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YMCA だより  

連絡主事 光永尚生 

全国 20の YMCA では、今年もチ

ャリティランが開催されています。

11 月と 12 月には神戸、埼玉、名古屋、福岡、広島、

鹿児島、そして熊本と続きます。現在の FCSC(YMCA外

国人賛助会)の会長は、マラソンで有名な有森裕子さ

んです。先日は、対談も行われましたが、チャレンジ

ドを支援する働きに参画されています。どこのチャ

リティマラソンも、東西のワイズメンが多くの役割

を担ってこられ、全国の YMCA が連帯し、大きな組

織的な繋がりを持って進めることに対して、多大な

貢献をされてきています。このようなスケールメリ

ットを生かす場面は他にも多くあり、パートナーシ

ップの実現に寄与していただいています。 

10月 19日には、在日本韓国 YMCA で行われてい

る 2017年度ステップⅡ研修において、栗本東日本区

理事並びに、大野西日本区理事から、ワイズメンズク

ラブに係る講義をそれぞれに90分間行っていただき

ました。未来を担う、ステップに研修生と昼食も共に

していただき、YMCA とワイズの協働に関する学び

を深めこれからの働きへの期待をいただきました。

多くの課題を明確にしつつ未来志向のワイズメンズ

クラブの働きに関して、スタッフの学びの機会は今

後とも益々必要となっていくものと考えています。 

ステップ研修会は、12 月 1 日(金)に四谷の日本

YMCA 同盟会議室において論文の発表会も行われま

す。お時間のある方にはご参加などいただければ幸

いです。 

 

編集後記 

東日本区全部会訪問を終えて、キャビネット一同一

息ついている所ですが、相変わらず栗本理事は全力

で精力的に動いています。理事の仕事はとても常人

ではできるはずもなく強い精神力、体力、財力、時間、

能力等が兼備わっていなければできないと敬服する

ばかりです。そんな理事の推進する１クラブ２名会

員増強にワイズの１０年後を見据え、改めて皆様の

お力添えをお願いしたい。 

 

 

 

インビテーション 

 

 


